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2025年１月29日

各 位

会 社 名 フジオーゼックス株式会社

代表者名 代表取締役社長執行役員 辻本 敏

(コード番号 ７２９９ 東証スタンダード市場)

問合せ先 常務取締役執行役員 藤川 伸二

(ＴＥＬ.０５３７－３５－５８７３)

(((((訂正訂正訂正訂正訂正・・・・・数値データ訂正数値データ訂正数値データ訂正数値データ訂正数値データ訂正)))))「「「「「22222000002222255555年年年年年３３３３３月期月期月期月期月期第第第第第２２２２２四半四半四半四半四半期期期期期（（（（（中間中間中間中間中間期期期期期）））））決算短決算短決算短決算短決算短信信信信信〔〔〔〔〔日本基日本基日本基日本基日本基準準準準準〕〕〕〕〕(((((連結連結連結連結連結)))))」」」」」

の一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正について

2024年10月28日に発表した「2025年３月期第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)」の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおり訂正いたします。

記

１．訂正理由

「2025年３月期第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)」の公表後に、記載事項の一部に訂正すべき

事項があることが判明しましたので、これを訂正いたします。

２．訂正箇所

・添付資料２ページ

１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

・添付資料11～12ページ

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

なお、訂正箇所には を付して表示しております。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（（（（（訂正訂正訂正訂正訂正前前前前前）））））

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化、雇用・所得環境の改善、インバウンド需要の増

加などにより緩やかな回復基調となりました。しかしながら、中東情勢を中心とする地政学リスクの更なる悪化、

エネルギー、原材料の価格高騰、不安定な為替相場等の影響により依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの属する自動車業界につきましては、認証不正問題により一部メーカーの生産・出荷が停止した影

響もあり、国内自動車販売台数は減少したものの、徐々に回復し正常化に向かうとみられます。

このような市場環境のなか、当社グループにおきましては、前年同期比で国内販売は1.3％減少しましたが、北

米向けの受注が増加したことから海外販売が7.2％の増加となっており、国内外を合わせると0.9％の販売増となり

ました。

利益につきましては、継続的な固定費の徹底圧縮による原価改善活動や賃上げによる労務費上昇分の売価転嫁な

どが進み、営業利益は前年同期比で増益となりました。一方、急激な円高による為替差損の計上により経常利益は

前年同期比で減益、メキシコ子会社において前連結会計年度末に計上した繰延税金資産のドル評価額がドル高メキ

シコペソ安により減少したことに伴い、法人税等調整額（損）を計上したことにより親会社株主に帰属する中間純

利益につきましても前年同期比で減益となりました。

以上の結果、売上高は11,668百万円（前年同期比102百万円増）、営業利益は792百万円（前年同期比157百万円

増）、経常利益は650百万円（前年同期比210百万円減）、親会社株主に帰属する中間純利益は191百万円（前年同

期比583百万円減）となりました。

セグメントの業績については、次のとおりであります。

なお、2024年７月３日付で株式会社ピーアンドエムの株式を取得したことに伴い、当中間連結会計期間より同社

を「その他」セグメントに含めております。

（自動車部品製造事業）

自動車部品製造事業は主にエンジンバルブ、バルブシート、コッタ、リテーナ、機械等の製造、販売を行ってお

ります。当中間連結会計期間における自動車部品製造事業の売上高は、前年同期比1.5％減少の11,296百万円、セ

グメント利益は前年同期比28.6％増加の807百万円となりました。

（その他）

その他事業は、ファクトリーオートメーション機器等の精密部品やリチウムイオン電池等に使用されるセパレー

タフィルムの製造用金属ロール、シャフト等の金属製品・部品の製造、販売を行っております。当中間連結会計期

間におけるその他事業の売上高は、株式会社ピーアンドエムを連結の範囲に含めたことにより、前年同期比283.2

％増加の372百万円となりました。一方、シリコンサイクルの下降局面に伴う受注調整等の影響で同社の販売が低

位となったことで、セグメント損失は15百万円（前年同期はセグメント利益8百万円）となりました。
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（（（（（訂正訂正訂正訂正訂正後後後後後）））））

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化、雇用・所得環境の改善、インバウンド需要の増

加などにより緩やかな回復基調となりました。しかしながら、中東情勢を中心とする地政学リスクの更なる悪化、

エネルギー、原材料の価格高騰、不安定な為替相場等の影響により依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの属する自動車業界につきましては、認証不正問題により一部メーカーの生産・出荷が停止した影

響もあり、国内自動車販売台数は減少したものの、徐々に回復し正常化に向かうとみられます。

このような市場環境のなか、当社グループにおきましては、前年同期比で国内販売は1.3％減少しましたが、北

米向けの受注が増加したことから海外販売が7.2％の増加となっており、国内外を合わせると0.9％の販売増となり

ました。

利益につきましては、継続的な固定費の徹底圧縮による原価改善活動や賃上げによる労務費上昇分の売価転嫁な

どが進み、営業利益は前年同期比で増益となりました。一方、急激な円高による為替差損の計上により経常利益は

前年同期比で減益、メキシコ子会社において前連結会計年度末に計上した繰延税金資産のドル評価額がドル高メキ

シコペソ安により減少したことに伴い、法人税等調整額（損）を計上したことにより親会社株主に帰属する中間純

利益につきましても前年同期比で減益となりました。

以上の結果、売上高は11,668百万円（前年同期比102百万円増）、営業利益は792百万円（前年同期比157百万円

増）、経常利益は650百万円（前年同期比210百万円減）、親会社株主に帰属する中間純利益は191百万円（前年同

期比583百万円減）となりました。

セグメントの業績については、次のとおりであります。

なお、2024年７月３日付で株式会社ピーアンドエムの株式を取得したことに伴い、当中間連結会計期間より同社

を「その他」セグメントに含めております。

（自動車部品製造事業）

自動車部品製造事業は主にエンジンバルブ、バルブシート、コッタ、リテーナ、機械等の製造、販売を行ってお

ります。当中間連結会計期間における自動車部品製造事業の売上高は、前年同期比1.5％減少の11,296百万円、セ

グメント利益は前年同期比31.3％増加の823百万円となりました。

（その他）

その他事業は、ファクトリーオートメーション機器等の精密部品やリチウムイオン電池等に使用されるセパレー

タフィルムの製造用金属ロール、シャフト等の金属製品・部品の製造、販売を行っております。当中間連結会計期

間におけるその他事業の売上高は、株式会社ピーアンドエムを連結の範囲に含めたことにより、前年同期比283.2

％増加の372百万円となりました。一方、シリコンサイクルの下降局面に伴う受注調整等の影響で同社の販売が低

位となったことで、セグメント損失は31百万円（前年同期はセグメント利益8百万円）となりました。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

（（（（（訂正訂正訂正訂正訂正前前前前前）））））

当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

中間連結
財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

セグメント利益又は損失(△) 806,758 △14,723 792,035 － 792,035

（注）セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したことに

伴い、同社を「その他」セグメントに含めております。

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと等

により、前連結会計年度の末日に比べ、「その他」セグメントの資産の金額が1,176,958千円増加しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「その他」セグメントにおいて、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと

により、当中間連結会計期間においてのれんが531,387千円発生しています。

なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において、取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定

された金額であります。
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（（（（（訂正訂正訂正訂正訂正後後後後後）））））

当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

中間連結
財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

セグメント利益又は損失(△) 823,363 △31,329 792,035 － 792,035

（注）セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したことに

伴い、同社を「その他」セグメントに含めております。

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと等

により、前連結会計年度の末日に比べ、「その他」セグメントの資産の金額が1,691,740千円増加しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「その他」セグメントにおいて、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと

により、当中間連結会計期間においてのれんが531,387千円発生しています。

なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において、取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定

された金額であります。

以 上


